
人形劇団プーク公演＜N0.164＞ちびっこカムのぼうけん 

原作／神沢利子（理論社刊）  

脚色/小松幹生 演出／安尾芳明 人形美術／山村エナミ 装置／斉藤英一 音楽／宮崎尚志 

照明／井上健・根橋生江 音響効果／伊藤美幸 舞台監督／伊井治彦 制作/清水治信 

平成 21年 12月 23日（水･祝）開場 14:00 開演 14:30 

羽村市生涯学習センターゆとろぎ大ホール 

全指定席 

３歳～高校生 1,500円 お問合せ 羽村市生涯学習センターゆとろぎ 042-570-0707 

一般 2,500円※駐車台数に限りがありますので公共交通機関をご利用ください。 

グループ割引(10枚以上同時購入)1人 500円引     協力／(特〉子どもと文化の NPO子ども劇場

西多摩 

主催／羽村市教育委員会 

企画・運営／ゆとろぎ協働運営市民の会 



火の山、此の海ヘカムは走るトナカイの背にのってカムは跳ぶ 大ワシの背にのって 

ちびっこカムのぼうけん 

原作／神沢利子（理論社刊）脚色／小松幹生 演出／安尾芳明 人形美術／山村エナミ 装置／斉藤英

一 

音楽／宮崎尚志 照明／井上健･根橋生江 音響効果／伊藤美幸 舞台監督／伊井治彦 制作／清水治

信 

 この作品は、「くまの子ウーフ」ほか、優れた児童文学を世に送り出している、神沢利子さんの作品

を人形劇化したものです。作品の魅力は、なんといっても大熊やトナカイ、大わしをはじめとする森の

動物たちが、大自然の中でいきいきと描かれていることではないでしょうか。 人形劇団プークは、ダ

イナミックな自然を背景に、子どもたちの空想をかきたてるカムのぼうけん物語を、現代の子どもたち

にお届けします。 

〈ものがたり〉火の山のふもとには、とっても元気のいい男の子、カムが病気の母親と一緒に暮らして

いました。 

 ある日、カムはどんな病気でも治すという「イノチノクサ」が火の山にあると聞き、母親の病気をな

おすために、トナカイのプルガとともに火の山に向かいます。けれどもそこは、おそろしい巨人ガムリ

イが住むという恐ろしい伝説の山。 

 そればかりではなく、イノチノクサを見つけるためには、ガムリイが持っている金の指輪が必要だと

いうのです。 

 カムは森の動物たちの力を借りてガムリイに戦いを挑みます。 

■入場券前売所■ 

ゆとろぎチケットカウンター（月休）O42-570-0707 

羽村市スポーツセンター（月休）O42-555-O033 

マルフジ各店（羽村・青梅・福生地区）西多摩新聞社チケットサービス O120-61-3737（土・日休） 

お問合せ 羽村市生涯学習センターゆとろぎ O42-570-0707 


